
報 告

近畿病院図書室協議会第 139 回研修会

研修部

日 時：2017 年 1 月 27 日(金) 8 : 50〜17 : 50

場 所：キャンパスプラザ京都 4F第 3講義室

テーマ：見学会

プログラム：

8：50 JR 大阪駅西側モード学園南 集合

9：00 出発

9：10〜10：10 トーハン大阪支店 見学

10：40〜12：00 武庫川女子大学附属図書館 見

学

12：00〜15：20 昼食・散策

15：20〜16：40 国立国会図書館関西館 見学

17：50 JR 大阪駅周辺 帰着

参加者数：19 名

1．株式会社トーハン大阪支店

図書の問屋である「取次」のトーハンでは、

社員の方に出版界の現状についてご講演いただ

き、その後往年の図書の物流現場としての面影

を残す社内を見学させていただいた。そこでは

書店に並べられるのを待っている多数の図書が

あったが、図書館で見られるのとはまた異なる

種類の図書の多さに、図書館員は目を奪われて

いた。

2.武庫川女子大学附属図書館

武庫川女子大学附属図書館は 2013 年に大規模
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改修が行われ、地下 1 階〜地上 6 階からなる図

書館内には学生達の要望が随所に反映されてい

る。建物や家具にも神経が行き届き、アクティ

ブラーニングやライブラリーカフェなど、用意

されたさまざまな装置を学生が享受している。

図書館内の開放的なスペースでお弁当を食べて

いる学生を見て仰天したが、学生目線の図書館

づくりが大胆に実現されており、実際全在校生

が利用しているという統計結果が出ているとの

ことである。お話を伺った図書館長が、司書を

信頼しつつ、強いリーダーシップを発揮されて

いるように思われた。

3.国立国会図書館関西館

館をご紹介いただいたあと、地下 2〜4 階にあ

る書庫を見学させていただいた。莫大な敷地と

地下へと伸びる無機的で巨大な建物、隣接する

土地も書庫を建設するために確保されており、

国内の出版物を本気で収集保存するということ

への畏怖を感じさせる。

バス移動による見学ツアーであったが、2番

目の見学場所である武庫川女子大学附属図書館

に着く頃には、すでにスケジュールが遅れはじ

め、結局何一つ予定通り進めることができな

かった。阪神高速の工事による通行止めとそれ

による渋滞で、最後の見学場所である国立国会

図書館への到着が 30分ほど遅れ、バスの中では

気が気ではなかった。見学先の皆さまには大変

ご迷惑をおかけしてしまったが、本当に親切に

受け入れていただき、心よりお礼を申し上げた

い。見学ツアーは参加者の顔が本当に楽しそう

で、ぜひまた計画したい。

(文責：増田 徹／藍野大学)

病院図書館 2016;36(2)

― 143 ―




